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CDM理論においてN体シミュレーションは 1Mpc より小さなスケールの構造形成において、実際の観測と矛
盾する結果を示している。 その内の一つはミッシンクサテライト問題として知られている。銀河系のような規模
の銀河ハロー内部には数百のタークマターハローの存在か理論から予測されている。しかし銀河系ハロー内では
現在、数十個程度の矮小銀河しか観測されていない。このような理論と観測のキャッフはCDM理論における深刻
な問題となっている。サフハロー内に多くの矮小銀河か存在していると考えられるが、 矮小銀河か非常に暗く、
観測によって直接捉えらることができていない可能性がある。重力レンス効果を用いると光学的に捉えることか
困難な遠方の暗い矮小銀河を重力の痕跡から捉えることかてきる。また最近の研究結果から、視線方向のハロー
やボイドが重力レンズ効果に影響を与えることがわかってきている。強い重力レンス効果を受ける 4重像クェー
サーMG0751+2716の位置テータを用いることにより、その重力レンスモテルを作成し、レンス像の位置に影響
を与える銀河間タークハローやレンズ銀河のサフハロー、視線方向のボイドの必要性について検討した結果につ
いて報告する。


